
【アンケート調査概要】 

対象： 辻調グループに在籍していている留学生 425 名 

調査期間： 2026 年 1 月 14 日～1 月 20 日 

調査方法： WEB アンケート 
有効回答数： 356 名（回答率 83.7％）、うち新入生は 214 名が回答 

 
 
 

―辻調グループ 2025 年度留学生データ発表― 

辻調グループには過去最高 425 名の留学生が在籍 

日本での就職希望者は 68.3％、職場選びの基準は「自分の成長」 
    
 辻調理師専門学校、辻調理師専門学校東京（本部：大阪市、代表：辻芳樹、以下辻調グループ）では、2025 年 4 月に

244 名の新入留学生を迎え、在校生と合わせて過去最高の 425 名の留学生が在籍しています。大阪の「辻調理師専門学校」

では 320 名、東京の「辻調理師専門学校東京」では 105 名の留学生が調理・製菓を学んでいます。また日本料理・西洋料

理・中国料理など“調理”を学ぶ学生は辻調グループ全体で 239 名、洋菓子・製パン・和菓子など“製菓”を学ぶ学生は 186 名

で、国別では、韓国 219 名、中国 91 名、台湾 59 名と上位 3 ヶ国は毎年変わらず、全 13 ヶ国から学びに来ています。コロナ禍

を除いて、留学生が増加する要因のひとつに日本での就労機会が増えたことも影響していると考えています。本校では、2026 年

2 月 19 日時点で日本での就職内定を獲得した留学生は 106 名で、年々増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度の留学生を対象にアンケート調査実施 
 

食の業界で働くことを志す留学生たちが、なぜ留学先に日本を選び、将来どのような展望を描いているのか。辻調グループ学

生数の約 2 割を占める留学生の実態を把握するため、2025 年度辻調グループに在籍する 425 名の留学生を対象にアンケート

調査を実施しました。経年データとも比較しながらアンケート結果をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

       日本での就職希望者は 68.3％、職場選びの基準は「自分が成長できるか」 
 

日本で就職を希望する留学生は全体で 68.3％ですが、調理を学ぶ学生だけの集計では 77.5％が日本での就職を希望して

おり、自国に帰って働く 14.1％と大きく差が出ました。製菓を学ぶ学生は 57.6％とやや少なめの印象ですが、それでも自国での就

職希望 32.7％より高い結果となりました。一方、帰国すると決めている学生については「すでに自国で就職や開業を決めている」

という理由が最も多く、「日本での就職手続きが面倒」「日本の生活スタイルや仕事スタイルが合わない」などの意見もありました。 

また、就職先を選ぶ基準としては、調理・製菓いずれの学生も、「どこで働くか」よりも「その職場で何を得られるか」「自分が成

長できるか」という自身のキャリアアップに繋がることを重視していることがわかります。ただ、それ以外の項目については、調理・製菓

によって異なるモチベーションがあることも読み取れ、興味深い結果となりました。調理を学ぶ学生が重視する「店の知名度が高
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い」44.5％は製菓の学生の 29.1％より 15 ポイント以上高く、製菓を学ぶ学生が重視する「給料が高い」については、製菓の

43.6％に対して、調理は 19.9％と 2 倍以上の差がありました。また、「将来は自分の店を持ちたい」と答えた学生は、68.5％で調

理・製菓ともに独立志向性が高いことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 日本留学の決め手は調理と製菓で異なる結果に 

 
留学先に日本を選んだ理由として、調理を学ぶ学生は

「日本の食や文化に興味がある」が 78.5％と突出しており、

「日本での就職」や「料理技術の高さ」も合わせて選択する

組み合わせが多く、文化的関心を出発点としてキャリア志向

が動機になっていることがわかります。製菓を学ぶ学生は「製

菓技術のレベルが高い」53.9％が最も高く、次いで「日本の菓

子が好き」「文化に興味がある」が続き、日本の高い技術力

への評価と個人の嗜好性との合致が決め手になっていること

がうかがえます。「自国と近い」も 37.0％で、現実的な理由も

一定数あることがわかります。     
 
      学びたいジャンルの人気は「日本料理」、新入生の人気は「洋菓子」 
 
 留学生が学びたいジャンルの 1 位は 34.8％の「日本料

理」、次いで 29.8％の「洋菓子」という順位は近年変わりませ

んが、日本料理が減少傾向にある点は今後の動向に注目し

たいところです。実際に新入生だけの集計では、「洋菓子」が

32.7％、次いで「日本料理」が 28.0％という逆転現象が見ら

れました。各ジャンルを選択した理由として、日本料理は「食

材の持ち味を最大限に生かすところに魅力を感じている」「母

国に日本料理の食や文化を伝えたい」など。また洋菓子につ

いては「洋菓子は国や文化によって多様なスタイルがあり、創

造性を発揮できる」「日本の製菓業の文化と高いクオリティか

ら学ぶ点が多い」などのコメントがありました。イタリア出身とポ

ルトガル出身の留学生がそれぞれ「中国料理が一番面白くて

おいしい」とコメントしていたことも興味深い結果でした。     
 

＜お問合せ＞  

辻調グループ広報担当：渡邉 TEL：06-6629-0206 E-mail：tsujichopress@tsujicho.com 
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Q.卒業後の進路について教えてください。    

                    (n=356/SA) 

Q.日本で料理・菓子を学びたいと思った理由を最大 3 つ選んでください。(n=356/ＭA) 

Q.就職先を選ぶとき優先する条件は何ですか。上位 3 つを選んでください。 (n=356/MA) 

Q.どのジャンルを勉強したいですか。(n=356/SA) 
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